
者・家族団体協議会
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既
存
施
策
さ
ら
に
圧
縮

厚
生
省
が
6
2
年
予
算
概
算
要
求

　

厚
生
省
は
八
月
二
十
七
日
、
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
ま
と
め

ま
し
た
。
概
算
要
求
総
額
は
十
兆
一
千
九
百
九
億
円
で
、
六
十
一
年
度
と
比
べ

四
こ
二
％
、
四
千
百
八
十
八
億
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
増
経
費
だ

け
で
も
八
千
億
円
が
必
要
な
た
め
、
不
足
分
の
三
千
八
百
億
円
は
老
人
医
療
自

己
負
担
引
き
上
げ
な
ど
国
民
負
担
増
で
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
医
療
負
担
金
ア
ッ
プ

　

厚
生
省
は
概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
、

「
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ

て
も
、
国
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
社
会

保
障
制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す

る
こ
と
を
基
本
と
」
す
る
と
し
な
が
ら

も
、
「
来
年
度
も
引
き
続
き
既
存
の
施

策
に
つ
い
て
合
理
化
、
効
率
化
を
進
め

る
等
歳
出
内
容
を
徹
底
的
に
見
直
す
」

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
針
に
も
と
づ
い
て
要
求

　　　　

概算要求の主な事業

・老人医療一部負担金の引き上げ

・老人保健施設（中間施設）100か所

　

の整備

・痴呆性老人総合対策の検討

・高齢者総合相談センター

・１歳半健診の精密健康診査

・小児慢性特定疾患の内分泌疾患年齢

　

延長（18歳まで420歳まで）

・精神障害者小規模保護作業所

・特定疾患治療研究の１疾患増

・地域医療計画の推進

・在宅重度障害者通所援護事業

・「障害者の10年」中間年記念事業

　

（「身体障害者の自立を考える集い」

　

の実施）

・精神薄弱者社会自立促進事業

で
は
、
①
「
長
寿
社
会
対
策
大
綱
」
に

沿
っ
た
高
齢
者
対
策
②
精
神
保
健
対
策

⑤
児
童
健
全
育
成
対
策
④
障
害
者
・
児

福
祉
対
策
⑤
健
康
科
学
関
連
産
業
に
対

す
る
出
資
・
融
資
制
度
の
創
設
⑥
科
学

技
術
の
振
興
⑦
年
金
積
立
金
の
運
用
改

善
な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
先
の
国
会
で
成
立
し
な

か
っ
た
老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
の
引

き
上
げ
（
入
院
・
一
日
五
百
円
、
外
来

・
一
月
千
円
）
を
再
び
盛
り
込
み
、
老

人
保
健
財
政
へ
の
被
用
者
保
険
財
政
か

ら
の
負
担
で
あ
る
加
入
者
按
分
率
を
八

〇
％
か
ら
Ｉ
〇
〇
％
と
す
る
な
ど
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

難
病
対
策
で
は
、
調
査
研
究
費
を
前

年
度
よ
り
一
億
五
千
万
円
を
増
額
、
治

療
研
究
費
（
医
療
費
の
公
費
負
担
）
は

対
象
疾
患
を
一
疾
患
増
や
し
て
二
十
九

疾
患
で
六
十
六
億
円
余
を
要
求
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
で
は
、
内
分
泌
疾
患
に
つ
い

て
二
十
歳
ま
で
の
年
齢
延
長
を
す
る
こ

と
を
求
め
、
在
宅
身
体
障
害
者
対
策
と

し
て
は
、
在
宅
重
度
障
害
者
通
所
援
護

事
業
を
新
た
に
創
設
す
る
と
し
て
百
力

所
分
、
七
千
万
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
三
面
に
主
な
概
算
要
求
額
）
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１

難
病
対
策
1
5
年
①

厚
生
省
保
健
医
療
局
結
核
難
病
感
染
症
課

…
…
…
・
・
・
・
’
－
…
…
…
…
…
…
こ
・
‐
・
…
…
…
…
技
官
江

　

口

　

弘
久

　

難
病
と
い
う
言
葉
は
、
医
学
的
用
語

で
な
く
社
会
通
念
的
な
言
葉
で
あ
り
時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
が
っ
て
の
結
核
な
ど
は
国

民
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
そ
の
時
代
に

お
い
て
は
難
病
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
医
学

の
進
歩
に
よ
り
新
し
い
治
療
法
が
開
発

さ
れ
た
り
し
て
現
在
で
は
難
病
と
し
て

考
え
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
疾
病
に
代
っ
て
、
今
ま

で
は
原
因
も
治
療
方
法
も
わ
か
ら
な
い

た
め
宿
命
的
な
も
の
と
し
て
、
患
者
も

家
族
も
あ
き
ら
め
た
り
、
ま
た
家
族
の

中
で
介
護
さ
れ
た
り
し
て
世
間
に
は
目

立
だ
な
か
っ
た
難
治
性
の
疾
病
が
、
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

で
は
難
病
と
は
。
原
因
不
明
で
あ
り
、

孟

　　　　　　

二

f｡…･｡II…………｡･■II…………,ｽﾞ

゛

　　　　　　　　　　

＠

治
療
法
が
未
確
立
で
あ
り
、
か
つ
後
遺

症
を
残
す
お
そ
れ
の
少
な
く
な
く
、
し

か
も
経
過
が
慢
性
的
で
、
経
済
的
、
精

神
的
に
も
負
担
の
大
き
い
疾
病
と
し
て

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
Ｌ
Ｐ
じ

　

難
病
対
策
も
新
た
な
時
代
の
要
請
の

結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
、
今
日
の
難
病

対
策
の
発
端
と
な
っ
た
一
つ
が
ス
モ
ン

の
登
場
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
モ
ン
は
脊
髄
や
視
神
経
、
末
梢
神

経
に
変
化
が
起
り
、
初
め
両
下
肢
の
し

び
れ
な
ど
知
覚
異
常
を
き
た
し
、
次
第

に
身
体
の
上
部
へ
と
広
が
り
、
進
行
す

る
と
歩
行
障
害
や
視
力
障
害
な
ど
を
き

た
す
治
療
の
は
な
は
だ
困
難
な
疾
病
で

す
。

　

病
因
と
し
て
ウ
ィ
ル
ス
説
が
発
表
さ

れ
、
患
者
が
周
囲
か
ら
社
会
的
疎
外
を

受
け
る
な
ど
の
問
題
も
起
き
た
り
し
ま

Ｃ

し
た
。
原
因
不
明
の
疾
患
に
対
す
る
研

究
体
制
と
し
て
、
三
十
九
年
度
か
ら
厚

生
科
学
研
究
費
、
医
療
研
究
助
成
費
な

ど
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
四
十
四
年
度
に
は
そ
れ
ま
で
の
研

究
班
が
ス
モ
ン
調
査
研
究
協
議
会
と
し

て
組
織
さ
れ
、
以
降
厚
生
省
の
大
型
研

究
班
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
調

査
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

四
十
五
年
九
月
、
ス
モ
ン
と
キ
ノ
ホ

ル
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
示
唆
に
よ

り
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
販
売
な
ど
を
中

止
し
た
結
果
、
新
患
者
数
は
激
減
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
は
、
他
の
難
病
に
関

し
て
も
、
ス
モ
ン
と
同
様
の
方
式
に
よ

っ
て
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
可
能
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
ス
モ
ン
の
入
院
患
者
に
対
し

て
、
月
額
一
万
円
を
治
療
研
究
費
と
し

て
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

難
治
性
の
疾
患
、
高
額
の
医
療
費
を

要
す
る
疾
患
に
つ
い
て
の
対
策
が
、
医

療
費
の
面
を
中
心
と
し
て
、
従
来
の
公

費
負
担
の
枠
を
こ
え
て
拡
大
さ
れ
る
一

方
、
治
療
研
究
に
対
応
す
る
調
査
研
究

に
つ
い
て
は
、
研
究
助
成
費
が
組
ま
れ
、

難
治
性
の
肝
炎
や
べ
？
チ
ェ
ッ
ト
病
、

サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
な
ど
も
含
め
て
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
対
策
発
足
の

｡||奈參の抑間

　

四
十
七
年
度
の
重
点
施
策
の
一
つ
と

　

９

し
て
難
病
対
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
四

　

５
ｇ

十
七
年
七
月
一
日
か
ら
公
衆
衛
生
局
に

特
定
疾
患
対
策
室
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
定
疾
患
対
策
事
業
を
善
手
す
る
に

あ
た
り
、
医
学
の
各
分
野
に
お
け
る
専

門
家
か
ら
な
る
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会

を
厚
生
省
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
設

置
し
、
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を

聞
き
、
調
査
研
究
の
対
象
疾
患
と
し
て

八
疾
患
を
、
治
療
研
究
を
四
疾
患
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
つ
づ
く
▽

　

こ
の
連
載
は
厚
生
省
の
江
口
弘
久
先

生
に
、
五
号
ま
で
執
筆
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

鷺
蓉
平

/θ



主
な
概
算
要
求
額

　

（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
度
予
算
）

要
求
総
額

　
　
　

一
〇
、
一
九
〇
、
九
三
四

　
　
　
　
　
　
　

（
九
、
七
七
二
、
〇
八
六
）

健
康
づ
く
り
対
策

　
　
　

九
一
、
〇
八
九
（
七
六
、
九
〇
二
）

老
人
保
健
対
策

　

九
六
一
、
八
九
一
（
八
五
六
、
六
四
五
）

　

医
療
費

　
　
　
　
　
　

九
〇
九
、
九
七
三

　

保
健
事
業

　
　
　
　
　
　

四
八
、
六
五
七

　

老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　

三
、
二
〇
二

痴
呆
性
老
人
対
策

　
　
　

二
九
、
一
五
二
（
一
六
、
四
五
三
）

母
子
保
健
対
策

　
　
　

二
五
、
三
七
〇
（
二
四
、
〇
二
回

精
神
保
健
対
策

　
　
　
　

一
三
、
六
二
四
（
一
「
六
六
九
」

特
定
疾
病
対
策

　

が
ん
対
策

　
　
　
　
　
　

三
七
、
一
五
九

　

難
病
対
策

　
　
　
　
　
　

五
四
、
〇
三
五

　

循
環
器
疾
患
対
策
等

　
　

三
四
、
二
四
五

　

エ
イ
ズ
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
九

救
急
医
療
・
へ
き
地
保
健
医
療
等
地
域
医
療

対
策

　
　
　

二
八
、
二
〇
四
（
二
六
、
一
七
一
）

　

救
急
医
療
対
策

　
　
　
　

一
七
、
七
六
八

　

へ
き
地
保
健
医
療
対
策

　
　

四
、
三
二
Ｉ

　

地
域
医
療
推
進
等
対
策

　
　

六
、
一
二
四

保
健
衛
生
・
医
療
施
設
等
の
整
備

　
　
　
　

一
四
、
二
六
一

　

こ

　

一
、
＝
一
四
三
）

　

保
健
衛
生
施
設
等
の
整
備

　

八
、
二
七
七

　

医
療
施
設
等
の
整
備

　
　
　

五
、
九
八
四

看
護
婦
等
の
養
成
等
確
保
対
策

　
　
　

五
六
、
九
〇
四
（
五
四
、
九
五
一
）

在
宅
老
人
福
祉
対
策

　
　
　

一
七
、
六
コ
ー
こ
三
、
三
三
三
）

在
宅
身
体
障
害
者
対
策

　
　
　

六
一
、
七
七
五
（
六
七
、
五
二
七
）

在
宅
心
身
障
害
児
（
者
）
対
策

　
　
　

七
七
、
五
一
一
一
（
七
三
、
〇
三
五
）

保
育
対
策

　

一
九
三
、
〇
五
五
（
一
九
二
、
六
二
こ

低
所
得
者
援
護
対
策

　

生
活
保
護
費

　
　

一
。
一
一
四
、
三
三
〇

　

世
帯
更
生
貸
付
金

　
　
　
　

一
、
九
九
八

民
間
福
祉
活
動
対
策

　
　
　
　
　

二
、
二
七
五
（
二
、
二
二
六
）

社
会
福
祉
施
設
の
整
備

　
　
　

四
六
、
六
九
一

　

（
四
四
、
五
一
八
）

社
会
福
祉
施
設
の
運
営

　

五
八
七
、
五
七
二
（
五
七
て
九
〇
四
）

政
府
管
掌
健
康
保
険

　

七
四
八
、
一
四
七
（
五
七
九
、
六
〇
一
）

健
康
保
険
組
合
補
助

　
　
　
　
　

五
。
六
九
六
（
五
、
五
五
九
）

国
民
健
康
保
険
助
成
費

二
、
一
〇
九
、
五
三
八
（
二
、
一
〇
六
、
七
七
七
）

年
金
給
付
費
国
庫
負
担
金

三
、
〇
一
六
、
七
九
七
（
二
、
九
三
〇
、
二
二
六
）

厚
生
科
学
技
術
の
振
興

　
　
　

二
六
、
一
一
九
（
二
二
、
八
八
〇
）

国
際
保
健
医
療
協
力
等

　
　
　
　
　

六
、
四
六
九
（
六
、
一
一
五
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
単
位
・
百
万
円
）
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【
７
月
の
う
ご
き
】

　

▽
１
日

　

身
体
障
害
者

施
設
の
費
用
徴
収
が
一
部

を
除
い
て
始
ま
る
。

　

▽
1
0
日

　

厚
生
省
が
ま

と
め
た
「
六
十
年
簡
易
生

命
表
」
に
よ
る
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
、
男
七
十
四

・
八
四
歳
、
女
八
十
一
四

六
歳
で
世
界
最
高
水
準
。

公
衆
衛
生
審
議
会
が
、
が

ン
検
診
の
項
目
に
肺
・
乳
ガ
ン
追
加
を

答
申
。

　

▽
－
び
日

　

厚
生
省
が
発
表
し
た
差
額

べ
″
ド
の
割
合
は
仝
病
床
の
一
割
を
超

川
副
」

え
、
差
額
ベ

ッ
ド
料
は
全

平
均
寿
命
世
界
一

　

厚
生
省
の
「
六
十
年
度
簡
易
生
命

表
」
に
よ
る
と
、
昨
年
の
日
本
人
の

平
均
寿
命
が
前
年
よ
り
さ
ら
に
延
び

体
の
五
割
前
後
が
一
日
千
円
か
ら
三
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
８
月
の
う
ご
き
」

　

▽
２
日

　

健
保
連
が
ま
と
め
た
六
十

年
度
高
額
医
療
費
動
向
で
、
一
ヵ
月
に

二
百
万
円
を
超
し
た
件
数
は
八
千
九
百

二
十
六
件
で
過
去
最
高
に
。

　

▽
1
0
日

　

厚
生
省
が
五
十
九
年
度
、

　

「
国
民
医
療
費
」
の
推
計
結
果
を
発
表
。

総
額
は
十
五
兆
円
を
超
す
が
、
伸
び
率

は
健
保
本
人
負
担
導
入
で
最
低
。

　

▽
1
2
日

　

斉
藤
厚
相
は
「
長
寿
社
会

大
綱
」
を
具
体
化
し
た
「
シ
ル
バ
ー
一

一
〇
番
」
な
ど
の
新
設
を
発
表
。

　

▽
2
2
日

　

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

が
発
表
し
た
将
来
人
口
新
推
計
で
は
国

民
の
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
。

あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
（
平
均
余

命
）
を
計
算
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

う
ち
、
零
歳
の
平
均
余
命
を
「
平
均

寿
命
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
の
順
調
な
延
び
は
、
中

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
簡

　

高
年
齢
層
の
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
が

易
生
命
表
は
、
昭
和
六
十
年
の
死
亡

　

減
っ
た
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
と
厚

状
況
が
今
後
も
変
ら
な
い
と
仮
定

　

生
省
人
口
問
題
研
究
所
で
は
分
析
し

し
、
各
年
齢
層
の
国
民
が
平
均
し
て
、
て
い
ま
す
。

／Ｚ
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開
催
さ
れ
る
「
代
表
者
総
会
」
で
は
、

各
加
盟
団
体
の
代
表
が
集
ま
り
、
活
動

方
針
、
予
算
、
大
会
宣
言
な
ど
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
会
で
確
認
さ
れ

た
活
動
方
針
に
も
と
づ
き
、
毎
年
一
回
、

県
と
難
病
連
の
「
懇
談
会
」
を
開
催
し
、

難
病
患
者
の
実
情
を
訴
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
九
月
二
日
に
予
定
さ
れ
て

お
り
、
福
島
県
難
病
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
建
設
を
は
じ
め
、
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
の
拡
大
と
未
指
定
難
病
の
医
療

費
の
公
費
負
担
化
な
ど
、
難
病
患
者
の

療
養
条
件
、
生
活
条
件
の
拡
充
や
難
病

連
の
活
動
の
援
助
を
求
め
た
十
四
項
目

と
各
加
盟
団
体
独
自
の
要
望
を
県
に
提

出
し
ま
す
。

広
が
る
相
談
活
動

　

さ
ら
に
毎
年
二
回
、
医
師
、
弁
護
士
、

保
健
婦
、
難
病
連
事
務
局
が
協
力
し
て

　

「
法
律
、
難
病
、
生
活
健
康
相
談
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
活
相
談
や
年

金
相
談
が
比
較
的
多
い
の
で
す
が
、
相

に
対
す
る
認
識
な
ど
幅
広
い
知

識
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
福
島
県
内
十
市

を
中
心
に
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
日
、
南
会
津

郡
田
島
町
と
い
う
地
域
の
患
者

会
か
ら
「
相
談
会
を
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

今
年
十
月
に
特
別
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
田
島
町

に
は
大
き
な
医
療
機
関
が
な

福島県難病連

８６。９．１　・銘染鼎の抑闇Z2

　

結
成
十
二
年
を
迎
え
て

　

福
１
　
県
難
病
連
は
今
年
結
成
十
二
年

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
一
貫
し
て

　

「
私
た
ち
の
難
病
や
障
害
の
苦
し
み
は

私
た
ち
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
」

　

「
私
た

ち
の
よ
う
な
難
病
や
障
害
が
発
生
し
な

い
た
め
に
予
防
体
制
を
強
化
・
確
立
し

て
ほ
し
い
」

　

「
近
く
で
医
療
を
受
け
、

難
病
の
治
療
法
が
一
日
も
早
く
確
立
し

て
ほ
し
い
」
と
願
い
、
地
域
医
療
・
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
９
　
県

内
に
は
現
在
、
難
病
や
長
期
慢
性
疾
患
、

障
害
に
苦
し
む
人
々
が
五
千
人
と
も
一

万
人
と
も
言
わ
れ
、
依
然
と
し
て
増
え

続
け
て
い
る
現
状
で
す
。

　

大
部
分
の
難
病
や
長
期
慢
性
疾
患
は

そ
の
原
因
も
治
療
法
も
確
立
さ
れ
て
お

ら
ず
、
患
者
と
家
族
に
精
神
的
・
肉
体

的
負
担
が
絶
え
ず
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
保

険
の
一
割
負
担
導
入
、
老
人
保
健
法
「
改

広
範
な
活
動
を
め
ざ
し
て

正
」
に
よ
る
自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ

な
ど
、
国
の
医
療
・
福
祉
を
取
り
巻
く

状
況
は
一
層
厳
し
く
な
り
、
私
た
ち
の

運
動
と
は
逆
の
方
向
に
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
な
か
。
福
島
県
難
病
連

に
は
現
在
、
ス
モ
ン
、
リ
ウ
マ
チ
。
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
、
腎
臓
病
な
ど
八
団
体
、

千
四
百
七
十
九
名
が
結
集
し
、
精
力
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
者
総
会
と
懇
談
会

毎
年
一
回
（
今
年
度
は
七
月
十
一
日
）

　
　

談
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
疾
病

く
、
病
院
に
行
く
た
め
に
は
Ｉ
～
二
時

間
も
か
け
て
会
津
若
松
市
か
福
９
　
市
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で
す
。

　

難
病
連
と
し
て
は
、
町
村
部
で
相
談

会
を
行
う
の
は
初
め
て
で
す
が
、
こ
れ

を
機
会
に
も
っ
と
広
範
な
活
動
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
‥

　

そ
の
他
の
活
動

　

県
に
は
九
十
市
町
村
が
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
、
全
市
町
村
に
難
病
セ
ン
タ

ー
建
設
の
た
め
の
「
住
民
一
人
一
円
カ

ン
パ
」
を
要
請
し
、
年
間
十
万
円
の
補

助
金
を
市
町
村
長
会
か
ら
取
り
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
毎
年
、
「
患

者
と
家
族
の
っ
と
い
」
と
し
て
一
般
住

民
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。



＠

病気なんかに負けないぞ/
「
三
Ｉ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

作
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早
期
原
因
解
明
、
治

療
法
の
確
立
を
願
う

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

実
態
に
つ
い
て

　

先
頃
発
足
さ
れ
ま
し
た
日
患
協
の
結

成
総
会
で
、
私
ど
も
の
会
の
役
員
で
あ

る
梅
田
仁
子
さ
ん
が
、
彼
女
の
ご
主
人

の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
看
護
す
る
立
場

か
ら
み
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
患
者
で
あ
る
私
か
ら
そ
の
実

態
を
少
し
補
促
し
な
が
ら
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
筆
を
と
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
病
気
の
発
症
の
原
因
は

ま
だ
解
明
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
そ
の
症
状
で
あ
る
、
ふ
る
え
、

≒
i
^
'
-
≫
･

　
　
　

･
　
ｉ

　
　
　

よ

“
ｔ
Ｉ
Ｌ
ぐ
。

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

筋
の
固
縮
化
、
寡
動
、
さ
ら
に
姿
勢
制

御
の
調
整
不
能
と
い
う
病
状
を
加
え
て

四
大
特
徴
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
症
状
を
軽
く
す
る

た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
薬
、
例
え
ば
エ
ル
ー

ド
パ
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
患
者
の
救
い

と
は
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

根
本
的
な
治
療
に
は
ほ
ど
遠
く
、
言
う

な
れ
ば
一
時
押
え
的
な
薬
剤
で
病
気
の

進
行
を
止
め
る
こ
と
も
出
来
ず
、
勿
論

完
治
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
た
だ

一
つ
の
救
い
と
し
て
は
、
こ
の
病
気
だ

け
で
は
直
接
死
亡
の
原
因
と
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
他
の
難
病
に
比

べ
れ
ば
幸
福
な
難
病
と
言
わ
れ
て
い
る

会
長
長
尾
賢

　

一

よ
う
で
す
が
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
自

ら
の
用
一
つ
自
力
で
は
何
も
出
来
ず
に

一
日
中
ご
ろ
っ
と
し
て
生
を
永
ら
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
に
辛
い
こ

と
か
皆
さ
ん
に
ご
想
像
で
き
ま
す
か
？

私
は
こ
の
様
な
病
気
を
た
く
さ
ん
見
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
患
者
達
は
藁
を
も

っ
か
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
私
達
に

す
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
心

情
は
私
達
に
は
良
く
判
り
ま
す
。

原
因
解
明
の
研
究
と

献
脳
運
動

　

こ
の
病
気
は
西
欧
人
（
白
人
種
）
に

多
い
病
気
で
す
。
そ
の
点
で
は
あ
る
種

の
救
い
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
米
国
を
は
じ
め
西
欧
各
国
の
研
究

の
進
ん
で
い
る
様
子
が
提
携
患
者
団
体

か
ら
の
情
報
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
か

ら
で
す
。
勿
論
我
国
の
研
究
も
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
研
究
者
達
に
私
達
の
側

か
ら
協
力
す
る
た
め
の
献
脳
運
動
も
す

す
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
神
経
難
病
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
原
因
が
解
明
で
き
れ
ば
、
他
の

神
経
難
病
、
例
え
ば
多
発
性
硬
化
症
、

重
症
筋
無
力
症
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
無
踏

病
な
ど
の
神
経
系
難
病
の
原
因
解
明
治

療
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
医
療
文
化
を

世
界
に

　

願
わ
く
ば
、
こ
れ
ら
の
成
果
が
我
国

の
研
究
者
に
よ
り
試
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。
そ
し
て
日
本
の
医
療
文
化
が

・
世
界
中
の
患
者
を
救
う
こ
と
に
な
れ

/J
１

ぱ
、
本
当
の
意
味
で
の
文
化
国
家
と
し

　

９

て
冠
た
る
地
位
を
確
保
し
、
人
類
の
幸

福
に
寄
与
し
得
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

以
上
簡
単
で
す
が
追
加
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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第
１
回
幹
事
会
開
く

全
国
交
流
集
会
や

国
会
請
願
を
協
議

　

六
月
十
五
日
に
結
成
さ
れ
て
以
降
、
最

初
の
日
患
協
幹
事
会
が
七
月
十
九
日
、
東

京
・
港
区
の
都
障
害
者
福
祉
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

幹
事
会
に
は
、
長
。
前
田
両
代
表
幹
事

を
は
じ
め
十
五
人
の
幹
事
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
が
出
席
、
結
成
総
会
で
決
め
ら
れ
た
今

年
度
の
活
動
方
針
の
具
体
的
推
進
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
日
患
協
の
幹

事
会
、
事
務
局
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
広

報
、
渉
外
、
財
政
は
事
務
局
が
分
担
し
て

担
当
す
る
こ
と
、
幹
事
会
に
政
策
担
当
、

企
画
・
事
業
担
当
を
お
く
こ
と
、
地
域
難

病
連
が
日
患
協
に
結
集
し
て
い
く
努
力
を

す
る
た
め
に
地
域
難
病
連
の
担
当
者
を
配

置
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
ほ
か
、
加
盟

団
体
の
活
動
状
況
を
把
握
し
各
会
に
知
ら

せ
る
た
め
に
活
動
報
告
の
体
制
を
つ
く
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
予
定

し
て
い
る
全
国
交
流
集
会
の
準
備
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
、
こ
の
集
会
の
テ
ー
マ
を

　

「
地
域
医
療
」
と
す
る
こ
と
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
内
容
の
記
念
講
演
を
適
切
な
講
師

に
よ
り
行
う
こ
と
、
静
岡
県
に
対
し
財
政

的
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
、

こ
の
集
会
の
成
功
の
た
め
に
各
団
体
の
協

力
を
訴
え
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
難
病
患
者
ら
の
医
療
、
福
祉
施

策
の
拡
充
を
求
め
る
た
め
の
国
会
請
願
署

名
、
募
金
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
、
請
願
項
目
や
署
名
・
募
金
の

目
標
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

機
関
誌
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
が
創
刊
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
編
集
体
制
や
有
料

購
読
者
の
普
及
の
段
取
り
、
内
容
の
充
実

な
ど
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
創
刊
号
に
つ

い
て
は
、
題
字
が
総
会
に
提
出
し
た
原
案

と
変
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
批
判
、
誌
代

が
高
す
ぎ
る
こ
と
へ
の
批
判
と
対
策
な
ど

が
特
に
指
摘
さ
れ
、
題
字
に
つ
い
て
は
第

二
号
で
「
お
こ
と
わ
り
」
を
載
せ
て
了
承

を
求
め
る
、
誌
代
に
つ
い
て
は
財
政
対
策

と
の
兼
ね
あ
い
も
あ
り
引
き
下
げ
は
で
き

な
い
が
、
年
間
定
期
購
読
、
団
体
扱
い
の

場
合
に
は
割
引
き
を
す
る
な
ど
の
配
慮
を

し
て
い
く
こ
と
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
後
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
、
加
盟
団
体
に
役
立
つ
活

動
と
し
て
様
々
な
情
報
、
資
料
を
必
要
に

応
じ
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
、
加
盟
団
体

の
講
演
会
や
学
習
会
に
派
遣
で
き
る
講
師

団
を
組
織
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
折
々
の

情
勢
や
活
動
に
見
合
っ
た
テ
ー
マ
で
研
究

会
や
講
演
会
を
企
画
し
開
催
す
る
こ
と
、

加
盟
団
体
を
ふ
や
し
て
い
く
た
め
に
末
加

盟
の
患
者
団
体
に
広
く
呼
び
か
け
て
い
く

こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
多
く
の
加
盟
団
体
の
期
待

に
応
え
る
た
め
の
活
動
計
画
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
こ
の
活
動
を
保

証
す
る
事
務
局
体
制
の
強
化
が
急
務
で
あ

る
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
幹
事
会
は
十
月
十
日
、
十
一
日

に
開
催
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

汽

本
誌
誌
名
に
つ
い
て

　

日
患
協
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た

『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
と
い
う
誌
名
は
、
当

初
の
結
成
総
会
に
提
出
さ
れ
た
機
関
誌
発

行
計
画
案
の
『
患
者
の
福
祉
』
と
ち
が
う

と
し
て
幹
事
会
で
批
判
を
受
け
ま
し
た
。

　

誌
名
の
変
更
は
、
編
集
会
議
で
よ
り
読

者
に
馴
み
や
す
い
も
の
を
と
協
議
し
た
結

果
、
″
日
患
協
″
″
Ｊ
Ｐ
Ｃ
″
と
い
っ
た

団
体
名
が
入
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
意
見

も
あ
っ
て
決
っ
た
も
の
で
す
。
総
会
提
案

と
変
っ
た
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
部
）

ぐ

◆
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
【
対

称
】
難
治
性
の
肝
炎
、
血
友
病
、
下
垂
体

機
能
障
害
、
橋
本
病
、
溶
血
性
貧
血
、
肺

線
維
症
、
突
発
性
難
聴
、
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ

ル
モ
ン
産
生
異
常
症
、
免
疫
不
全
症
候
群
、

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
病
、
特
発
性
大
腿
骨
壊
死

9111SSIの抑闇
９

症
【
支
給
内
容
一
治
療
費
公
費
負
担
、
所

　

一

得
制
限
な
し
。

◆
難
病
集
団
無
料
検
診
事
業

　

毎
年
五
～

八
ヵ
所
で
無
料
検
診
を
実
施
。

◆
通
院
交
通
費
・
見
舞
金
支

給
事
業
【
対
称
】
特
定
疾
患

患
者
【
支
給
内
容
】
①
交
通

費
、
宿
泊
費
（
付
添
人
を
含

む
）
の
半
額
か
ら
全
額
を
二

市
十
一
町
一
村
で
実
施
。
②

月
額
五
千
円
か
ら
一
万
五
千

円
の
見
舞
金
を
支
給
。
①
②

と
も
所
得
制
限
あ
り
。
③
透

/4

北海道の巻

析
患
者
の
通
院
交
通
費
は
道
で
助
成
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭
助
成
事

業
「
対
称
」
身
体
障
害
者
｝
、
二
級
の
者
、

I
Q
5
5
（
一
部
5
0
）
以
下
の
者
、
母
子
家

庭
の
母
及
び
児
童
【
支
給
内
容
一
治
療
費

公
費
負
担
、
所
得
制
限
な
し
。

◆
そ
の
他
の
対
策

　

北
海
道
は
難
病
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、
相
談
員
配
置
、
保
健
婦
の

訪
問
指
導
、
難
病
連
へ
の
助
成
、
小
児
慢

性
特
定
疾
患
公
費
負
担
な
ど
が
あ
る
。
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4
1
年
目
の
夏
に
思
う

　
　
　
　

鸚
諒
Ｖ
合
希
子

　

夏
が
来
る
と
思
い
出
す
の
は
、
や
は
り

「
広
島
」

　

「
長
崎
」
で
あ
り
、
敗
戦
の
日

の
、
あ
の
し
ら
じ
ら
と
し
た
暑
い
日
の
こ

と
が
一
番
多
い
。

　

今
年
は
、
原
爆
を
主
題
に
し
た
二
つ
の

公
演
を
鑑
賞
し
た
。

　

一
つ
は
ノ
ー
モ
ア
ー
ヒ
ロ
シ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
。
こ
の
中
で
葦
原
邦
子
さ
ん
が
『
原

爆
で
死
ん
だ
幸
子
さ
ん
』
を
歌
っ
た
。
彼

女
は
も
う
六
十
歳
を
超
え
て
い
る
か
と
思

わ
れ
る
が
、
張
り
の
あ
る
豊
か
な
声
塁
で
、

怒
り
と
悲
し
み
を
歌
い
あ
げ
た
。
十
年
程

前
に
、
原
爆
資
料
館
を
見
て
か
ら
、
歌
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
熱
っ
ぽ
く

語
っ
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
原
爆
で
わ
が
子
や
両
親

を
失
っ
た
母
親
や
子
ど
も
た
ち
の
手
記
を

も
と
に
し
た
朗
読
劇
「
こ
の
子
ら
の
夏
」
。

新
劇
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
六
人
の

女
曖
が
、
手
弁
当
で
出
演
し
て
、
あ
の
日

の
惨
状
の
ス
ラ
イ
ド
を
バ
ッ
ク
に
、
心
を

こ
め
て
読
む
。
始
め
か
ら
終
り
ま
で
私
は

涙
を
流
し
つ
づ
け
て
い
た
。
「
タ
カ
シ
よ

１
、
シ
ョ
ー
ジ
よ
Ｉ
」
。
あ
の
瓦
藻
の
中

を
、
わ
が
子
を
求
め
て
呼
び
か
け
る
母
の

声
が
胸
を
え
ぐ
る
。
小
学
生
た
ち
も
、
身

を
乗
り
出
す
よ
う
に
し
て
間
き
入
っ
て
い

た
。

　

八
月
六
日
の
朝
、
テ
レ
ビ
で
、
か
つ
て

の
原
爆
乙
女
の
山
岡
さ
ん
が
、
子
ど
も
た

ち
に
語
っ
て
い
た
。
「
原
爆
は
命
を
奪
っ

た
だ
け
で
な
く
、
少
女
の
夢
も
希
望
も
奪

っ
た
の
よ
。
わ
た
し
だ
っ
て
あ
の
日
さ
え

な
け
れ
ば
、
結
婚
も
し
、
あ
な
た
た
ち
の

よ
う
な
子
ど
も
も
生
め
た
の
よ
」
。
顔
の

一
部
や
首
の
と
こ
ろ
に
ケ
ロ
イ
ド
は
あ
る

が
、
今
で
も
美
し
い
人
。

　

子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
る
目
が
や
さ
し

い
。
そ
し
て
こ
の
子
ら
に
約
束
さ
れ
て
い

る
未
来
を
い
と
お
し
む
よ
う
に
、
戦
争
の

な
い
世
の
中
を
作
ろ
う
ね
、
と
呼
び
か
け

る
。
今
年
は
国
際
平
和
年
。
子
ど
も
た
ち

の
胸
に
何
か
根
づ
い
た
か
。
そ
し
て
親
た

ち
の
心
の
中
に
は
。

　

全
難
連
の
加
盟

　

を
強
く
ね
が
う

　
　
　
　
　

京
都
難
病
連
加
納

　

正
雄

　

第
四
条
（
組
織
）
で
は
、
「
こ
の
会
は
、

疾
病
別
全
国
団
体
お
よ
び
都
道
府
県
単
位

の
患
者
団
体
連
合
体
で
構
成
す
る
」
と
あ

り
、
疾
病
別
全
国
団
体
の
連
合
体
は
加
盟

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
読
み
と
れ
る
。

　

疾
病
別
全
国
団
体
の
い
く
つ
か
は
、
全

難
連
（
連
合
体
）
に
結
集
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
衆
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
全

難
連
は
非
常
に
困
難
な
条
件
の
も
と
で
運

動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｏ

　

全
難
連
と
そ
の
加
盟
団
体
が
、
日
患
協

の
結
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
な
り

態
度
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
は
承
知
し

て
い
な
い
が
、
日
患
協
に
加
盟
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
規
約
上
、
明
確
に
さ
れ

て
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

日
患
協
結
成
に
む
け
て
（
『
ゆ
た
か
な

医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
…
…
』
の
段
階
を

も
含
め
）
世
話
人
・
事
務
局
の
方
々
が
全

難
連
に
対
し
て
働
き
か
け
、
話
し
合
い
を

な
さ
れ
て
き
た
詳
細
を
お
教
え
ね
が
え
れ

ぱ
、
と
思
っ
て
い
る
。

　

日
患
協
が
名
実
と
も
に
患
者
・
家
族
団

体
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
る
た

め
、
全
国
的
に
も
地
域
的
に
も
、
お
互
い

に
大
い
に
努
力
し
よ
う
。

　

『
都
道
府
県
単
位
の
患
者
団
体
連
合
体

…
…
』
に
つ
い
て
、
地
域
で
ど
の
よ
う
に

運
動
し
、
ど
の
よ
う
な
組
織
化
を
目
指
す

の
か
、
今
後
大
い
に
議
論
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
機
会
を
み
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

転
居
を
控
え
て

　

思
う
こ
と

　
　
　
　
　

滋
賀
難
病
連
石
井
小
百
合

　

八
月
も
末
と
い
う
の
に
毎
日
の
こ
の
暑

さ
。
残
暑
を
迎
え
る
と
、
つ
い
発
病
し
た

あ
の
夏
を
思
い
起
し
て
し
ま
う
。
ち
ょ
う

ど
十
三
年
前
の
八
月
末
。
京
都
か
ら
こ
の

滋
賀
へ
引
越
し
す
る
際
に
熱
を
出
し
て
い

た
私
は
、
困
っ
た
末
に
応
急
処
置
と
し
て

病
院
に
預
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

私
と
膠
原
病
の
つ
き
合
い
の
は
じ
ま
り
。

　

そ
し
て
今
年
、
又
同
じ
時
期
に
転
宅
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
一
枚
も
加
わ
っ
て
か
、
様
々
な

こ
と
が
気
に
な
り
出
す
。
つ
ま
り
、
方
向
、

鬼
門
云
々
。
周
囲
で
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
下

さ
る
人
も
多
い
の
で
一
層
だ
。
そ
こ
で
、

安
心
を
買
う
だ
け
で
も
い
い
し
、
又
、
こ

の
世
に
は
理
解
し
得
え
な
い
何
か
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
、
手
を
尽
く
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。
よ
ほ
ど
強
い
意
志
の
持

ち
主
は
と
も
か
く
、
我
々
の
ほ
と
ん
ど
が

経
験
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
経
費
は
か
な
り

の
額
の
う
え
に
、
税
金
の
控
除
が
あ
る
わ

け
で
も
な
い
。
ひ
と
と
お
り
で
な
い
病
気

を
持
つ
と
、
医
療
以
外
の
全
く
無
関
係
な

出
費
も
実
に
多
い
と
改
め
て
思
う
。

　

い
つ
も
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
世
の

中
全
て
の
こ
と
が
弱
者
に
不
利
に
ま
わ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

投
稿
募
集
中
／
。

　

編
槃
部
で
は
、
皆
様
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
で

も
結
構
で
す
。
原
稿
用
紙
六
百
字
程

度
に
ま
と
め
て
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』

編
集
部
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。

/j
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國
像
遺
億

▼
高
知
県
難
病
連

　

高
知
県
難
病
連
で
は
、
総
会
で
決
議
さ

れ
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
難
病
連
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
、
難
病
患
者
へ
の
訪

問
看
護
の
実
施
を
要
点
に
対
県
交
渉
を
行

い
ま
し
た
が
、
困
難
と
の
回
答
で
し
た
。

　

七
月
二
十
七
日
に
、
「
費
用
徴
収
制
度

の
改
悪
を
考
え
る
集
い
」
、
八
月
三
日
に
、

高
知
市
国
際
障
害
者
年
記
念
事
業
の
一
環

の
「
市
民
福
祉
大
会
が
開
か
れ
、
い
ず
れ

も
医
療
・
福
祉
の
切
り
捨
て
を
進
め
る
政

府
の
施
策
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
高
橋
豊
栄
さ
ん
通
信
）

▼
全
腎
協

　

全
腎
協
で
は
九
月
一
日
付
で
全
国
の
腎

不
全
患
者
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
四
十
七
年
か
ら
約
五
年
ご
と
に
実
施

し
、
今
回
は
、
全
腎
協
と
日
本
透
析
医
会

▼
今
、
青
空
が
と
て
も

高
く
見
え
ま
す
。
も
う

秋
な
ん
で
す
ね
▼
『
お

と
め
山
』
？

　

そ
う
思

っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
事

務
局
か
ら
歩
い
て
五
分
程
の
と
こ
ろ
に

　

″
お
と
め
山
公
園
″
と
呼
ば
れ
る
緑
が

と
て
も
き
れ
い
な
公
園
が
あ
り
ま
す
。

の
共
同
事
業
と
し
、
財
団
法
人
・
統
計
研

究
会
に
も
委
嘱
す
る
な
ど
、
社
会
的
に
も

意
義
あ
る
調
査
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
六
回
目
を
む
か
え
る
『
腎

バ
ン
ク
登
録
拡
大
全
国
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
を
十
月
五
日
に
実
施
す
る
た
め
、
今

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

▼
日
患
同
盟

　

日
患
同
盟
で
は
七
月
十
一
日
、
六
十
二

年
度
予
算
要
求
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
社

会
保
障
予
算
の
大
幅
増
額
を
は
じ
め
と
す

る
＋
項
目
を
厚
生
大
臣
は
じ
め
同
省
幹
部

に
要
請
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
九
月
十
日
か

ら
十
二
日
ま
で
福
島
県
で
。
「
東
日
本
活

動
者
会
議
」
を
開
き
、
国
立
病
院
・
療
養

所
の
統
廃
合
間
題
に
関
す
る
討
議
や
組
織

活
動
の
交
流
、
新
年
全
制
度
の
学
習
会
を

行
い
ま
す
。
西
日
本
は
、
十
月
六
日
か
ら

八
日
ま
で
高
知
県
で
行
う
予
定
で
す
。

1
1
1
1･
･

－
ニ
ー
t
i
l
-
*
ニ
ニ
I
l
l

*

■
ニ
n
i
l

Ｉ
ｆ
一
｀

実
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、
そ
こ
か
ら
命

名
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
▼
『
Ｊ

Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
も
第
二
号
を
迎
え
、
い

ろ
と
り
ど
り
の
内
容
で
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
読
み
易

く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
何
よ
り
も
役
に

立
つ
内
容
づ
く
り
を
心
が
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
批
判
、
ご
要
望
な
ど
、

ど
ん
ど
ん
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

日本の医療、福祉と患者運動を考える

晩秋の熱海温泉で地域
の医療づくりにっいて
語り合いましょう。

全国交流集会'86j
－みんなでつくろう地域の医療－
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マ
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11/24(日)

ろ：新熱海ホテル

　　　　　

熱海市和田町12-25

　　　　　

TEL 0557-82-0271

　　　

熱海駅からタクシー６、７分

　　　

バス‥…④番のりばから天神町または

　　　

上天神町下車５分

一

心
と

参加費:10,000円

　　　　

宿泊、３食、懇親会、資料代含む
申込み:11月14口まで事務局に

　　　　

定員130人

u

　

日本患者・家族団体協議会東≒ご言臼舷

８６。９．１　。躇瞭參の抑間/∂
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